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石綿（アスベスト）飛散防止規制の対象１

根拠法令 工事の名称 使用材料 作業基準等
届出の

規模要件

大気汚染防止法
特定工事

吹付け石綿
石綿含有断熱材
石綿含有保温材
石綿含有耐火被覆
材

・作業場所の隔離
・前室の設置
・前室・作業場所の負圧の維持
・集じん・排気装置の設置

・集じん・排気装置の排気口での粉じ
んの迅速測定

・集じん・排気装置の確認の結果の
記録・保存

・薬液等による湿潤化
・掲示板の設置 等

全ての工事

大阪府生活環境
の保全等に関する

条例

特定排出等工
事

石綿含有成形板

石綿含有成形板使用の全ての建築
物等が対象です。

・飛散防止幕の設置

・原則手作業による撤去
・散水設備の設置
・除去成形板の破砕の回避
・掲示板の設置
・排出水の処理 等

1,000㎡ 以 上 使
用されている場
合

【建築物等の解体等工事における石綿飛散防止規制の概要】



解体等工事時の石綿飛散防止対策の流れ２

解体等工事の発注
（発注者のみ）

石綿使用の有無に係る
事前調査の実施事前調査への協力

（発注者のみ）

・事前調査書面の作成
・事前調査書面（写）の保存（３年間）

情報提供
（設計図書等）

解体等工事の計画立案

施工条件における配慮
（工期、工事費等）

事前調査書面の保存
（３年間）

発注者又は自主施工者

・工事現場での事前調査結果の掲示
（事前調査不要の場合も含む）

・工事に係る場所への事前調査書面
の備え付け・閲覧

石綿含有建材の使用
無し 解体等工事の実施

（法・条例の対象外）

有（みなし含む）

結果の説明

受注者又は自主施工者



作業開始の14日前までに
・特定粉じん排出等作業の実施

の届出（法）
…全ての特定工事が対象

・石綿排出等作業の実施の届出
（条例）
…石綿含有成形板使用面積

1,000㎡以上が対象

大気汚染防止法に基づく届出に係
る石綿濃度の測定計画の届出（条
例）
…法規制対象の石綿含有建材の使
用面積50㎡以上の場合が対象

特定粉じん排出等作業、石綿排
出等作業の実施
①作業基準等の遵守
②敷地境界基準（10本/L）の
遵守

敷地境界における大気中の石綿
濃度の測定（作業前・中・後）

測定結果の記録･保存

（３年間）

法・条例に基づく届出

発注者又は自主施工者が行う義務
があります。

条例に基づく届出が不要な場合であっ
ても、作業基準等及び敷地境界基準
を遵守の義務はあります。

特定工事、特定排出等工事の実施

作業指示

測定指示

解体等工事の終了

作業完了の
報告

作業完了報告の確認
（発注者のみ）

届出書には事前調査書面の添付要



石綿の使用の有無などの事前調査を実施し、
発注者への説明が必要です。

３

事前調査結果詳細票（例）

事前調査結果の詳細票（  2 枚目/  10 枚中） 
建築物等が設置され

た着工年月日 
平成 26 年５月 18 日 階   ２ 部屋名称 総務課事務室                                  （部屋番号 ２ ） 

部位 

① 設計図書（改修時の設計図書も含む）、目視による調査 ② 石綿の含有の状況の分析による調査 ③ 石綿の使用の状況 
資料

番号 建材名、製品名等 備 考 調査の方法 石綿含有 サンプリング 石綿含有 
石綿の種類 

（含有率） 
備 考 

石綿含有建材の種類 

(材料レベル) 
使用面積 

床 

 

コンクリー

ト 

改修： 

 

 

無し 

☑設計図書等 

（根拠資料の種類：  

） 

☑目視 

（             

） 

□有  

☑無 

□不明 

□みなし 

□有 

 

□無 

□有  

 

□無  

 

 

 

 

 

（   ％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（レベル  ） 
m2 

2-１ 

壁 

 

 

コンクリー

ト 

改修： 

 

無し 

☑設計図書等 

（               

） 

☑目視 

（             

） 

□有  

☑無 

□不明 

□みなし 

□有 

 

□無 

□有  

 

□無  

 

 

 

 

 

（   ％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（レベル  ） 
m2 

2-２ 

壁 

 

 

鉄骨柱 
 

改修： 

無し 

☑設計図書等 

（               

） 

☑目視 

（             

） 

□有  

☑無 

□不明 

□みなし 

□有 

 

□無 

□有  

 

□無  

 

 

 

 

 

（   ％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（レベル  ） 
m2 

2-３ 

天井 

 

 

鉄骨梁 
 

改修： 

無し 

☑設計図書等 

（               

） 

☑目視 

（             

） 

☑有  

□無 

□不明 

□みなし 

☑有 

 

□無 

☑有  

 

□無  

 

 

アモサイト  
 

（ 10 ％） 

 

 

 

 

 

 

 

吹付け石綿 
 

 

（レベル １ ） 

62 

 

m2 

2-４ 

壁 

化粧板（ベニ

ヤ板） 

改修： 

平成 8 年 

☑設計図書等 

（               

） 

☑目視 

（             

） 

□有  

☑無 

□不明 

□みなし 

□有 

 

□無 

□有  

 

□無  

 

 

 

 

 

（   ％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（レベル  ） 
m2 

2-５ 

 

天井 

天井板（石膏

ボード） 

改修： 

平成 8 年 

☑設計図書等 

（               

） 

☑目視 

（             

） 

□有  

□無 

□不明 

☑みなし 

□有 

 

☑無 

□有  

 

☑無  

 

 

 

 

 

（   ％） 

 

 

 

 

 

 

 

石綿含有成形板 
 

 

（レベル ３ ） 

188 

m2 

2-６ 

 

１ 設計図書の該当箇所、目視調査の内容、含有の状況の分析実施の際は採取箇所の図面及び分析結果など、石綿の使用・含有及び使用面積算出の根拠となる資料を添付すること。 

２ 設計図書等の根拠資料の種類を括弧内に記載すること。a 石綿含有建材データベース（国土交通省・経済産業省）、b メーカーの証明書・ホームページ、ｃ JATI 協会無石綿情報、d その他（具体的に根拠資料を記載）、e 設計図書等無し 

３ 目視による調査についてはその内容を括弧内に記載すること。A 外観、B 商品名の印字、C JIS 番号 D その他（具体的に内容を記載） 

４ 備考欄には改修の着工の履歴など当該部位に係るその他情報を記載すること。 

５ 別紙３は必要に応じて複写し、階、部屋ごとに作成すること。 

工事名   ○○○株式会社本社△号棟耐震補強工事に伴う石綿排出等作業                      

対象となる      耐火建築物・準耐火建築物・その他の建築物・その他の施設 

建築物等の概要    延べ床     2500 m2（ 4 階建）                               

別紙３    



全ての解体等工事で事前調査結果の掲示と
事前調査書面の備え付け・閲覧が必要です。

４

60cm以上

40cm
以上

（請負による場合の掲示例）

石 綿 に 関 す る 事 前 調 査 の 結 果 に つ い て 
 

大気汚染防止法第 18条の 17、大阪府生活環境の保全等に関する条例第 40条の３、石綿障害予防規則第３条及び建築物等の解体等の作業で

の労働者の石綿ばく露防止に関する技術上の指針の規定による事前調査の結果は以下のとおりです。 

事業場・建設工事

の名称 

 建築物等

の種別 

 

調査方法 

（調査箇所） 

  調 査 終 了

年月日 
 

調査結果 石綿の使用  有り・無し・みなし※ 

石 綿 含 有

建 築 材 料

の種類 

 石綿の種類及び

含有率 

 

 

 

 

 

※「みなし」とは、石綿が使用されているか不明な場合に石綿が使用されているとみなすことです。 

当該工事の施工事業者： 

 

 

事前調査者氏名及び所属： 

 

 

 

 



石綿含有建築材料の商品名

以下に示される石綿含有建築材料の材料名・商品名を参考に事前調査を実施してください。
なお、これら以外の製品でも石綿を含有する場合があります。

①吹付け石綿
吹付けロックウール パーライト吹付け 吹付けひる石（バーミキュライト）
発泡ケイ酸ソーダ吹付け石綿

■吹付け石綿の商品名
・ブロベスト ・トムレックス ・ヘイワレックス ・オパベスト ・リンペット
・スターレックス ・サーモテックス ・コーベックスＡ ・防湿モルベスト

■石綿を含有する吹付けロックウールの商品名
・スプレーテックス ・サーモテックス ・スプレーコート ・オパベストＲ ・ニッカウール
・スプレーエース ・ブロベストＲ ・バルカロック ・ベリーコートＲ ・浅野ダイアロック
・スプレークラフトS，H ・コーベックスＲ ・ヘーワレックス ・タイカレックス
・スターレックスＲ ・トムウェット ・アサノスプレーコートウェット ・サンウェット
・ブロベストウェット ・吹付けロックンライト ・ATM-１２０ ・バルカーウェット
・スプレーウェット

②石綿含有断熱材
■屋根用折版裏断熱材の商品名

・フェルトン
■煙突用断熱材（ライニング材）の商品名

・カポスタック ・ハイスタック

③石綿含有耐火被覆材
■ケイ酸カルシウム板第二種の商品名

・ダイアスラスト ・カルシライト ・キャスライト ・タイカライト ・ケイカライト ・ヒシライト

④石綿含有成形板
スレート波板 住宅屋根用化粧スレート 石綿セメント板 パルプセメント板
押出成形品 スレートボード サイディング ケイ酸カルシウム板第一種 スラグせっこう板



石綿含有建築材料の情報掲載のホームページ

以下の資料から事前調査方法や商品名についての情報が入手できます。

環境省「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル２０１４．３」

http://www.env.go.jp/air/asbestos/litter_ctrl/manual_td_1403/index.html

国土交通省、経済産業省「石綿（アスベスト）含有建材データベース」

http://www.asbestos-database.jp/

一般社団法人 JATI協会

http://www.jati.or.jp/

http://www.env.go.jp/air/asbestos/litter_ctrl/manual_td_1403/index.html
http://www.asbestos-database.jp/
http://www.jati.or.jp/


① ②



①



①



②



②



石綿が使用されている建築物等の解体等工事の際、
発注者又は自主施工者は届出が必要です。

５

○届出の義務者は、上記の作業を伴う工事の発注者又は自主施工者です。

○届出は、上記の作業の開始※の14日前までに行ってください。

※作業の開始とは、石綿の除去等に先立って行う、作業区画の隔離、集じん・

排気装置の設置、足場の設置などの石綿の飛散防止のための作業を含む、

一連の作業の開始をいいます。

届 出 事 項

届出が必要な作業

①届出者の氏名又は名称、住所、連絡先、法人の場合は代表者氏名

②工事を施工する者の氏名又は名称、住所、連絡先、法人の場合は代表者氏名

③工事の場所

④作業の種類

⑤作業の実施の期間

⑥作業の対象となる石綿を含有する建築材料の種類・使用箇所・使用面積

⑦作業の方法

⑧吹付け石綿、石綿含有断熱材、石綿含有保温材、石綿含有耐火被覆材の使

用面積が50㎡以上の場合、条例に基づく石綿濃度の測定計画

新たに記載が必要となった項目

変更された点



○届出の際には、①の書類及び②～⑤の事項を記載した書類の添付が必要です。

①事前調査書面の写し

②作業の対象となる建築物等の概要、配置図、付近の状況

③作業の工程を明示した工事の概要

④作業を施工する者の現場責任者の氏名及び連絡場所

⑤下請負人の現場責任者の氏名及び連絡場所

石綿が使用されている建築物等の解体等工事の際、
発注者又は自主施工者は届出が必要です。

５

届 出 事 項

新たに提出が必要となった書類

記載事項に変更があったもの



石綿が使用されている建築物等の解体等作業の際、
作業の基準と敷地境界基準を遵守してください。

６

作業の種類 掲示板の設置 石綿の飛散防止措置 排出水の処理

吹付け石綿等※を使用している建築物等
の解体作業
（次項及び次々項を除く）

※この表で「吹付け石綿等」とは、吹
付け石綿、石綿含有断熱材、石綿含
有保温材、石綿含有耐火被覆材をい
います

建築物等の敷地内
の公衆の見やすい場
所に、作業内容を記
載した掲示板を石綿
排出等作業の期間
中に設置

作業場所の隔離・前室の設置

作業開始前の集じん・排気装置の正常な稼働
の確認
作業開始前の負圧の維持の確認
作業場内及び前室の負圧の維持

作業開始後の集じん・排気装置の粉じん計を
用いた確認、記録、保存
薬液等による湿潤化

除去後の石綿飛散防止

石綿を含む水を作
業場の外へ排出す
る際の適切な措置
の実施

石綿含有断熱材、石綿含有保温材、石綿
含有耐火被覆材の除去作業（掻き落とし、
切断又は破砕以外の方法による場合）

除去部分周辺の部分養生
薬液等による湿潤化

除去後の石綿飛散防止

吹付け石綿等を使用している建築物等で
人が立ち入ることが危険な場合等、解体
にあたってあらかじめ吹付け石綿等を除
去することが困難な場合

建築物等に散水又はこれと同等の措置

吹付け石綿等を使用している建築物等の
改造又は補修作業

囲い込み・封じ込めを行う場合
⇒劣化箇所・下地との接着不良

箇所の吹付け石綿等の除去
除去を行う場合

⇒解体作業の場合と同様の措置の実施

石綿含有成形板を使用している建築物
等の解体、改造又は補修作業

石綿飛散防止幕の設置
原則手作業による撤去
散水設備の設置

除去成形板の作業場内での切断時における
集じん装置を備えた切断機の使用

除去成形板の破砕の回避



石綿が使用されている建築物等の解体等作業の際、
作業の基準と敷地境界基準を遵守してください。

６

事前調査の結果及び建築物の石綿排出等作業に関するお知らせ 
大気汚染防止法施行規則第 16条の４第１号及び大阪府生活環境の保全等に関する条例施行規則第 16条の 11の規定により、建築物の石綿排出等作業に

ついて以下のとおり、お知らせします。 

大気汚染防止法第 18条の 17、大阪府生活環境の保全等に関する条例第 40条の３、石綿障害予防規則第３条及び建築物等の解体等の作業での労働者の石
綿暴露防止に関する技術上の指針の規定により、当該建築物の石綿含有建築材料の有無を調査した結果は以下のとおりです。 

事業場・建設工事の名称  ○○○株式会社本社△号棟耐震補強工事に伴う石綿排出等作業 
建築物等

の種別 
耐火建築物 

事前調査方法（調査箇所） 
設計図書、目視、建材分析 
（1～4 階 天井、壁、床） 

調査 

終了年月日 
平成○○年 5 月 15 日 

事前調査者の氏名 

及び所属 

△△建築株式会社 

○○課 大阪 太郎 

石綿含有建築材料の種類 
吹付け石綿 

石綿含有成形板 
石綿の種類及び含有率 アモサイト 10％ 

石綿排出等作業を行う期間 
 平成○○年６月８日～ 

   平成○○年７月３ 日 

石綿作業主任者の氏名（石綿障害予防規則第

19条の規定により選任されたものをいう。） 
大阪 太郎 

石綿排出等作業の工程 
飛散防止剤の噴霧→掻き取り→除去箇所へ

の飛散防止剤の噴霧 
石綿の飛散防止対策 

作業区画の隔離養生 

負圧集じん機の使用 

敷地の境界線における 

石綿の濃度の測定計画 

作業開始前に１回、 

作業中 6 日ごとに１回 

作業後１回実施 

届出年月日、届出先及び受理番号（届

出を要しない場合は、その旨） 

大阪府生活環境の保全等に関する条例 

- 

大気汚染防止法 

事指 21－□□号 

 

石綿排出等作業を伴う工事の発
注者の氏名（法人にあっては、名称

及び代表者の氏名） 

： 

○○○株式会社 

 当該建設工事の受注者の 

氏名（法人にあっては、名称及

び代表者の氏名）：  

 

△△建築株式会社 

代表取締役 ○○ ○○ 

 

 当該建設工事の受注者の
現場責任者の氏名： 

 

 

△△建築株式会社 

○○課 大阪 太郎 

 

 

石綿排出等作業を請け負った者
の氏名（法人にあっては、名称及び

代表者の氏名）：  

 

△△○○株式会社 

代表取締役 ×× ×× 

 当該作業を請け負った者
の現場責任者の氏名： 

 

 

△△○○株式会社 

技術課 ▲▲ ▲▲ 

         

住所：  住所：  連絡場所：  住所・連絡場所：  連絡場所： 
○○市○○△△ 
1 丁目５－３ 

 △△市○○△△ 
３丁目２－１ 

  
○○－××―△△△△ 

 ○○市×区□□□□□□ 
△△－××―○○○○ 

 ○○市×区□□□□□ 
△△－××―○○○○ 

受注者 

記入例 



石綿濃度の測定と記録が必要な場合があります。７

測定時期 測定回数 測定場所

作業開始前 １回
周辺１方向

（最も高濃度が予想される場所）

作業期間中

１回以上

（作業の日数（石綿を除去し
た実作業日数に限る）が６日
までごとに１回）

周辺４方向

（最も高濃度が予想される場所を含む）

作業完了後 １回
周辺１方向

（作業中最も高濃度であった場所）

注意！



石綿濃度の測定と記録が必要な場合があります。７

解体等工事を行う
建築物等

前室

石綿排出等作業
場

石綿排出等作業の敷地境界線

D

C

集じん・排気装
置の排気口

前室の
出入口

B

敷地境界線における大気中の石綿濃度の測定

A

集じん機



アスベストＱ＆Ａ１００ http://www.pref.osaka.lg.jp/jigyoshoshido/asbestos/q_a.html



法・条例改正に伴う大阪府の周知活動

• 府内７箇所にて施工者向け説明会を実施

• 発注者向けビラ、受注者や施工者向けのパ
ンフレットの作成・配布

• 発注者向けキックオフ会議の開催

• 建築物の所有者・工事の施工者などの団体
への講師の派遣



「みんなで防止!!石綿飛散 キックオフ会議」概要

・日 時：平成２６年６月１７日（火） １４：００～１６：３０

・場 所：大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドー

ンセンター）

・参加者：発注業者・金融関係者・市町村関係者など、

約２５０人

・内 容：基調講演（京都大学名誉教授 内山巌雄氏）

発注者団体によるパネルディスカッション

石綿飛散防止キックオフ宣言の採択



ご清聴ありがとうございました。


